
   

 
令和２年度外務大臣表彰の授与式の実施 

 

 
 ５月２８日、在クリチバ日本国総領事館は、令和２年度外務大臣表彰の授与式をオ

ンラインで実施し、高木昌弘総領事より以下の４名に表彰状を授与しました。 
  

１ アントニオ・テルオ・カトウ氏の功績 

 パラナヴァイ市長及びパラナ州議会議員として、１０年以上にわたりパラナ州との日本

の関係強化に尽力し、２０１３年には同州議会で日本人ブラジル移住１０５周年記念式典

を開催、議長を務めるなど、日系人の地位向上に貢献。また、パラナ州日伯経済友好使節

団の一員として、両国の経済発展及び友好親善の増進にも寄与。 

  

２ 小野エイゾウ・フェルナンド氏の功績 

 日系人として初めて労働高等裁判所の判事に就任。パラナ州のみならず、ブラジル法曹

界を代表する人物として認知され、ブラジル及びパラナ州における日系社会の評判及び対

日イメージの向上に大きく貢献。 

 

 ３ 細川マリオ・マサオ氏の功績 

 大きな日系社会を有するマリンガ市において、長年に亘り市議会議員を務めているほ

か、マリンガ文化体育協会役員として、マリンガ市日本公園の設立を含め、対日理解の促

進や日本文化の普及に貢献。また、同市と兵庫県加古川市との姉妹都市提携の実現や、皇

族のマリンガ御訪問の接遇等にも尽力し、日伯相互理解の促進と友好親善に貢献。 

 

 ４ 廣瀬タダアキ氏の功績 

 日系人として初めて連邦判事に就任。連邦高等裁判所第四管区長官や監督官を務め、同

裁判所の電子化を進めて迅速な訴追を実現する等、ブラジル司法界で顕著な実績を残し、

日系人の地位向上及びブラジルにおける対日イメージの向上に大きく貢献。 

 

当日は、ルイス・ニシモリ下院議員、ヒカルド・バッホス下院議員、リー・アベ・パラナ

州議会議員、ノリ・セト・クリチバ市議会議員、伯外務省パラナ事務所長イーゴル・キップ

マン大使、ウリセス・マイア・マリンガ市長、フェルナンド・クァドロス・ダ・シルバ連邦

高等裁判所第四管区副長官、ホドリゴ・クラベッツ・パラナ州連邦司法判事長、アンドレ・

ワシレウィスク・パラナ州連邦判事協会会長、アラタ・ハラ・パラナ州日伯商工会議所会頭

等が来賓として出席されました。 

 

 

 

 



   

   
高木総領事とテルオ・カトウ氏 

 
 
 

 
高木総領事とエイゾウ・オノ氏 

 

 
高木総領事とマリオ・ホソカワ氏 

 

 
高木総領事とタダアキ・ヒロセ氏 

 
      



   

 

本件照会先：在クリチバ日本国総領事館 クボミ、ナタリア職員 

電話：(４１)３３２２－４９１９＞２番（その他） メール：cjgcuritiba@c1.mofa.go.jp 

 
 

 
オンライン授与式の様子                                                           


